
基礎的な経済学・経営学の考え方を1、2年次
の選択必修科目で学びます。将来のキャリアを
考え、2年次から「ビジネス経済コース」と「コ
ミュニティ経済コース」を選択し、それぞれに必
要な専門科目を体系的に学ぶことで、現代の経
済事象を読み解く能力を身につけます。

経済学部

現 代 応 用 経 済 学 科
ビジネスとコミュニティから経 済を読み解き、アントレプレナーシップを養う

　学科の特色

基礎能力の
体系的学修

1年次からキャリア・デザインを考え、体系的学
修とゼミで実践力を身につけることで、金融・
商社・メーカー・流通など幅広い分野の企業
への就職が可能です。大手企業のみならず、
様々な資格職や公務員、地域経済の担い手と
して活躍する卒業生が多数います。

就職につながる
実践力

ゲーム理論、法と経済学など最先端な経済学
理論、コミュニティ経済を支える組織やビジネス
活動を対象とする経営学的視点を重視した科
目を学び、「トレンド創造（Know-Why）型」の
新しい価値を創造し、企業家・起業家精神旺
盛な人材（アントレプレナー）を育成します。

最先端の経済学・経営学と
トレンド創造

　専門教育科目

科目名 学年
1 2 3 4

社会経済学a／b ■ ■ ■ ■

企業経済学a／b ■ ■ ■ ■

企業経営学a／b ■ ■ ■ ■

現代企業論a／b ■ ■ ■ ■

地域経済論a／b ■ ■ ■ ■

ゲーム理論a／b ■ ■ ■

公共経済学a／b ■ ■ ■

現代産業論a／b ■ ■ ■

産業組織論a／b ■ ■ ■

企業管理論a／b ■ ■ ■

非営利組織論a／b ■ ■ ■

アントレプレナーシップ論 ■ ■ ■

事業創造論 ■ ■ ■

経済学入門a／b ■

情報入門Ⅰ・Ⅱ ■

キャリア・デザインa／b ■

演習Ⅰ ■

ITプロフェッショナルクラスⅠ ■

会計プロフェッショナルクラスⅠ
（会計士／税理士）

■ ■

演習Ⅱ ■

ITプロフェッショナルクラスⅡ ■

会計プロフェッショナルクラスⅡ
（会計士／税理士）

■ ■

ビジネス・インターンシップa／b ■

演習Ⅲ ■

科目名 学年
1 2 3 4

ITプロフェッショナルクラスⅢ ■

会計プロフェッショナルクラスⅢ
（会計士／税理士）

■

卒業研究 ■

経済理論Aa／Ab ■ ■ ■ ■

ミクロ経済学a／b ■ ■ ■ ■

現代経済事情Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■ ■

現代産業事情Ⅰ～Ⅲ ■ ■ ■ ■

特殊講義Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■ ■

キャリアデザイン応用a／b ■ ■ ■

契約理論 ■ ■ ■

情報の経済学 ■ ■ ■

法と経済学 ■ ■ ■

制度の経済学 ■ ■ ■

ファイナンス論a／b ■ ■ ■

企業戦略論a／b ■ ■ ■

グローバル・ビジネス論a／b ■ ■ ■

企業統治論a／b ■ ■ ■

企業と社会a／b ■ ■ ■

人的資源管理論a／b ■ ■ ■

ビジネスの歴史a／b ■ ■ ■

ネットワーク組織論a／b ■ ■ ■

市民と経済学 ■ ■ ■

社会思想史 ■ ■ ■

ボランティア経済a／b ■ ■ ■

中小企業論 ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

中小企業政策論 ■ ■ ■

観光論 ■ ■ ■

医療福祉経済論 ■ ■ ■

コミュニティ・ビジネス論 ■ ■ ■

協同組合論 ■ ■ ■

経営学史a／b ■ ■ ■

ビジネス事例研究 ■ ■ ■

トップ・マネジメント講座 ■ ■ ■

外国書講読Ⅰ・Ⅱ（a／b） ■ ■ ■

IT研究Ⅰ～Ⅴ ■ ■ ■

ITインターンシップⅠ・Ⅱ ■ ■ ■

憲法a／b ■ ■

経済法a／b ■ ■

民法一部a／b ■ ■

民法二部a／b ■ ■

商法一部a／b ■ ■

商法二部a／b ■ ■

労働法 ■ ■

行政法a／b ■ ■

国際法a／b ■ ■

ビジネス英会話a／b ■ ■

経済学科の専門教育科目（P.45） ■ ■

商学科の専門教育科目（P.47） ■ ■

総計：739人
2018年5月1日時点

女子：236人
（32%）

男子：503人
（68%）

■ 必修　■ 選択必修　■ 選択
専門教育科目：78単位
全学共通科目：28単位
広  域  選  択：18単位

■ 選択必修：20単位
■ 選択：58単位卒業に必要な単位124単位

豊かな国際感覚を持つと同時に、日本経済に独自な課題にも対応できる人材を育てるコースで
す。現代企業の構造と行動の理解に不可欠な経済学・経営学の最新の科目を設定。現代ビ
ジネス社会で必要な最先端の知識が体系的に学べます。

ビジネス経済コース
地域経済の活性化やコミュニティ経済の再生と革新、現代における公共性という視点から、自
治体、中小企業、ベンチャービジネス・コミュニティビジネスなど、21世紀の社会・経済におけ
る役割が高まる分野で活躍できる人材を育成します。

コミュニティ経済コース

　 4 年 間の流れと身につく力

■ 4年間の体系的学修を通じて、マルチな視点が備わる。
■ マクロとミクロの両視点から現代経済のトレンドをつかめる。
■ 経済学と経営学の両方の知識を持つことで、コミュニティーの発展に寄与できる。

4年間で身につく力

一般教養科目や基礎的な経済学・経営学を学びつつ、大学で学ぶさまざ
まな知識を体系的に修得できるような大学での学び方を身につける。

1
年次

経済学・経営学の基礎科目に加え周辺領域の科目や演習科目の履修を
通じて専門性を高め、一層の知識の深化を図る。

2
年次

演習や専門科目の履修を通じて専門的知識の修得に努めるとともに、産
学連携プロジェクトを通じて実践的に学び、アントレプレナーシップ（起業活
動）の能力を身につける。

3
年次

卒業論文作成を通じて4年間の学修成果を体系的にまとめ、社会から求
められる人材としての専門性を確立する。

4
年次

■ 新たな視点から人間行動を分析する行動経済学
■ 起業家を輩出する地域プラットフォームの形成
■ 日本の子どもを取り巻く貧困問題―現状と対策―
■ 観光DMOとまちづくり―東京オリンピックに向けたインバウンド対策―
■ 人口減少・少子化と女性の社会進出について

卒論テーマ・研究課題例

本学科では世田谷6大学をはじめ、地域住民、行政、周辺企
業、商店街などとの協働研究の場となる「ラボラトリ」を2018
年4月に創設しました。世田谷地域の多様な人々を巻き込みな
がら、座学と実践の両面から学べる場として、地域全体で起
業活動を促進し、新規事業の創出を目指します。

▶ 学 科  T O P I C S
駒澤大学地域協働研究拠点「ラボラトリ」

在 学 生 m e s s a g e

小石 千尋
現代応用経済学科 3年

宮崎県立宮崎大宮高等学校 出身

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri .
1 地誌学概説 政治学 非営利組織論a 経済理論Aa
2 哲学概説 生徒指導論 宇宙科学Ⅰ ファイナンス基礎a 産業組織論a
3 英語ⅡAa 学習・発達論 企業管理論a 情報の経済学 演習Ⅰ
4 教育基礎論 法学・憲法 日本史概説 英語ⅡBa
5 道徳教育の研究
6

　「経済学」はどうすれば景気が良くなるかといったお金の流れに
ついて学べますが、どうすればお金を生み出せるかという「経営学」
にも惹かれ、どちらも学べるこの学科を志望しました。実際に学ん
でみると、ただお金を生み出すだけでなく、それを社会の問題解決
につなげる方法にも関心を持つようになりました。そこでNPOや社
会的企業について研究するゼミに所属し、商店街の一角で食堂

を運営しながら、地元宮崎県の特産品をメニュー化する「宮崎プ
ロジェクト」を進めています。ゼミの先輩にアドバイスをもらいながら、
どのように資金を確保し、商品を仕入れ、宣伝すればいいかなど、
たくさんのことを学べるのが一番の魅力です。また、地域での活動
を通して多くの人と協力してビジネスを実践することのやりがいを実
感。将来は地元の地域活性化に貢献したいと考えています。

経済やビジネスだけでなく、社会貢献についても学べる

2年次前期の時間割

商社、メーカー、金融業界などで経済の担い手として期待さ
れています。

卒業後の進路

※2018年3月卒業生実績
大東建託／オープンハウス／ファンケル／タイガー魔法瓶／東京急行電鉄／
ANAエアポートサービス／一般財団法人東京都営交通協力会／青山商事
／日本郵政グループ／みずほフィナンシャルグループ／常陽銀行／城南信用
金庫／西武信用金庫／SMBC日興証券／タウンニュース社／エイチ・アイ・
エス／日本年金機構／一般財団法人建設物価調査会／海上保安庁／東
京国税局／横浜市消防局／埼玉県教育委員会（教員）

主な就職先

取得可能な資格

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

2020年度（予定）

教 員 m e s s a g e

　「社会的企業ってなに？」と聞かれて答えられる人はどれくらい
いるでしょうか。聞いたこともない、あるいは聞いたことはあるけれ
ど、その実態はよくわからない人がほとんどではないでしょうか。
例えば、皆さんのまわりにもいじめや不登校、路上生活者、地
球温暖化などさまざまな問題がありますよね。それはいったい誰
が解決するのでしょうか？ 実際のところ、その多くは行政やNGO
が担っていますが、解決には至っていないのが現状です。そこで

「身近な問題を自分たちで解決したい」という人々が集まり、きち
んと収益が得られるビジネスとして社会問題の解決を目指すのが

社会問題を自分たちで解決しよう！

「社会的企業」です。私のゼミでは、NPOや協同組合を経営学
的に分析し、社会的企業としての使命を果たすために、いかに
組織を運営すべきかを研究しています。現在、具体的なプロジェ
クトとして、世田谷区の用賀商店街でNPOと学生が一緒に食堂
「neobar（ネオバル）」を運営しています。そこでは、秋田県大
仙市の協同組合と連携し、障がい者が作る「いぶりがっこ」をメ
ニュー化し、売上を寄付しようと考えています。学生一人ひとりが、
ただ商品を販売するだけでなく、社会問題を解決につなげるには
どうすればいいかを考えながらプロジェクトに取り組んでいます。

松本 典子
専門：非営利組織論

松本先生の研究
実績はこちらから
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